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現 状 

 
 
◆特定非営利活動法人 東京養育家庭の会に委託して実施 
 
  ※専門養育家庭研修は、一部を社会福祉法人恩賜財団母子愛育会に委託 
 
◇子供の養育に関する知識・技術の向上を目的とする。 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

里親研修 

 
平成２７年度 
○ 生い立ちの真実を伝える 
○ 難しい子供への対応（幼児～学童） 
○ 難しい子供への対応（思春期） 
○ 養子縁組のための乳幼児期研修 
○ CAREプログラム 
○ 完璧な里親なんかいない 
○ 自立に向けての制度と支援 

 
    
  全登録家庭対象（２年毎に更新） 
 
 ＊里父母の受講必須 
 ＊平成27年度より、 
  ・従来の半日研修を1日研修として、 
   午後に演習を試行 
  ・社会的養護について理解を深める 

 
 養育家庭として登録し、 
 乳児の受託を希望する者は必修 

  
  認定後１年以内の未委託家庭対象 
  ＊平成27年度より必修化 

 
  里親登録希望者  
  ＊里父母の受講必須 

研
 
修
 
体
 
系
 
図
 

更新時研修（必修） 

認定・登録 

認定前研修（必修） 

乳児委託研修（任意） 

登録後研修 
（主たる養育者は必修） 

課題別研修（任意） 

 登録更新 

 
 養育家庭として登録し、３年以上の受託経験がある者 他 

専門養育家庭研修（任意） 

  
 専門養育家庭の登録更新希望者対象（2年毎に更新） 

専門養育家庭更新時研修（該当者必修） 

養育家庭の資質向上の取組 資料３－３ 

     
   
  ◆養育家庭の資質向上に関連する主な事業 
     
       ※３事業者に、児童相談所の里親に係る業務を一部委託、 

    都内１１全児童相談所に、里親委託等推進員を配置している。 

    

         ○養育体験   
             主に未委託家庭を対象に、施設に入所している子供との交流の機会を 
     
             設けるなど、施設や子供に対する理解を深める。 
     
            （取組例）児童養護施設又は乳児院における施設見学、生活場面の体験 
 
     ○里親による相互交流 
     
             里親が集い、養育についての話し合いや相互に交流する場を定期的に 
     
             設け、情報交換や養育技術の向上を図る。 

里親支援機関 

 
 

 ◆養育家庭の資質向上に関連する業務内容 
    

   ※乳児院１０施設（全乳児院）と児童養護施設のうち２２施設に 

    里親支援専門相談員を配置し、児童相談所ごとに担当地域を分けている。 

   ○アフターケアとしての相談 

   〇施設職員の研修会・勉強会等への里親の受入れ 

   〇施設実習の受入れ 

   〇都事業（「里親研修」や「養育体験」等）への協力 

里親支援専門相談員等（施設） 

 
 
 ○ 研修科目は体系化されているものの、養育力の向上に 

  つながる課題別研修の受講率が低調 

 

 ○ 経験の浅い養育家庭等は、体調管理が難しい乳幼児や 

  情緒的な問題を抱える児童等への養育のノウハウが不足 

 

  

現 状 ・ 課 題  
 

 

 ○ 養育家庭等が積極的にスキルアップに取り組み、自ら学びを深めることを促す方法 
   （例）任意研修の受講推奨 
 
 ○ 新規登録家庭や未委託家庭の養育力を強化するための、実践的・効果的な支援方法 
   （例）専門職の巡回支援 
      個別研修の実施 
  
 ○ ケアワークの専門機関という施設の特性を活かした効果的な支援方法 
   （例）施設実習の充実・活用 

検 討 事 項 

 
 初めて子供を受託した 
 者は、１年以内に、 
 主たる養育者が必修 
 

受託後研修 
（該当者必修） 

当該年度末
登録家庭数

受講率

平成２４年度 35 家庭 475 7%

平成２５年度 23 家庭 457 5%

平成２６年度 29 家庭 456 6%

課題別研修
受講家庭数

新規登録家庭や未委託家庭、経験の浅い養育家庭の養育力の向上 
検 討 テ ー マ  


